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2023年3月期 通期の業績

売上高、利益は伸長し、通期の業績は過去最高を更新
営業利益率16.8％

売 上
■売上高 839億円 （前期比 ＋18.5％）

– HMI事業や安全・防爆事業を中心に、国内外で伸長

利 益

■営業利益 141億円 （前期比 ＋45.4％）
■経常利益 144億円 （前期比 +38.5％）
■当期純利益 101億円 （前期比 +28.5％）

– 増収効果に加え、売価の適正化や円安の効果も寄与し、粗利率も改善するなど
大幅な増益を達成

配 当 ■年間配当 130円（配当性向37.3%）
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中期経営計画数値の見直し

2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期
（計画）

2025年3月期
（当初計画）

2025年3月期
（修正計画）

売 上 高 708億円 839億円 810億円 800億円以上 850億円以上

営 業 利 益 97億円 141億円 138億円 130億円以上 153億円以上

営 業 利 益 率 13.7％ 16.8％ 17.0％ 16%以上 18%以上

R O I C 9.2％ 12.5％ 10％以上 10%以上 10%以上

R O E 17.2% 18.9% 15%以上 15%以上 15%以上

E P S 264円 348円 326円 300 円以上 360 円以上

 2023年3月期に中期経営計画の目標数値を達成したことから、計画を修正

コロナ後の需要急回復により、足元では流通在庫が増加しているため、2024年3月期の
売上高は減収見込みだが、さらなる収益性向上を見込む

長期的に営業利益率20％水準を目指していくため、2025年3月期に18％以上を計画
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売上高・営業利益率の推移

コロナ後の需要回復
構造改革の推進

米中貿易摩擦
コロナ感染拡大

APEMグループ化

さらなる収益性向上に向けた
全社改革の推進
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生産改革の推進

 2023年4月に組織と人事配置を大きく変更し、社内外で
経験を積んだ新しい部門長を任命

 グローバルでの最適な生産活動実現に向けた改革により、 IDEC・
APEM双方の経営資源の相互利用や、EMSの有効活用を推進

 購買・SCM本部を独立した組織とすることで、最適な購買によるコスト
低減を図るとともに、グローバル全体で最適なサプライチェーンを構築
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 IDEC ALPS Technologies（IAT）の、
第1弾製品を2023年5月に発売

 ez-WheelやIAT新製品などを活用した、
ソリューション展開のさらなる強化を推進

ソリューション提案の拡大
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DX推進による経営基盤の強化

 グローバルでのERP（統合基幹業務システム）導入推進による、
さらなる業務効率化を実現

 導入済みの、デジタルマーケティングツールやSFA（営業支援
システム）など、各種システムが相互連携することで、効率的な
オペレーションが可能
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2023年3月期の概要
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米ドル平均レート (円) 112.40円 134円 135.51円 +23.11円

ユーロ平均レート (円) 129.91円 135円 138.15円 +  8.24円

人民元平均レート（円） 17.51円 19.5円 19.75円 +  2.24円

（単位：百万円）
※百万円未満切り捨て

2022年3月期 2023年3月期

実績 対売上比 計画 対売上比 実績 対売上比 前期比

売上高 70,789 100.0% 83,500 100.0% 83,869 100.0% +18.5%

売上総利益 30,310 42.8% 36,150 43.3% 37,376 44.6% +23.3%

販売費及び一般管理費 20,638 29.2% 22,750 27.2% 23,315 27.8% +13.0%

営業利益 9,672 13.7% 13,400 16.0% 14,060 16.8% +45.4%

経常利益 10,398 14.7% 14,000 16.8% 14,403 17.2% +38.5%

親会社株主に帰属する
当期純利益

7,896 11.2% 9,400 11.3% 10,144 12.1% +28.5%

1株当たり当期純利益
（潜在株式調整前）

264.12円 ー 323.77円 ー 348.37円 ー +84.25円

連結業績概要＜連結損益計算書＞－1
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連結営業損益変動要因

増収効果や価格改定、円安の影響などにより、営業利益は前期比で約44億円増加

9,672

14,060

2022年3月期 2023年3月期

売上増加

+3,830
△460

販売管理費増 為替影響

＋920
+1,700

原価率悪化

（単位：百万円） ※百万円未満切捨て

△1,600

価格改定
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（単位：百万円）
※百万円未満切り捨て

2022年3月期 2023年3月期

4Q (1-3月) 1Q (4-6月) 2Q (7-9月) 3Q (10-12月) 4Q (1-3月)

実績 売上比 実績 売上比 実績 売上比 実績 売上比 実績 売上比 前期比

売上高 18,533 100.0% 20,157 100.0% 23,022 100.0% 20,927 100.0% 19,761 100.0% + 6.6%

売上総利益 7,876 42.5% 8,629 42.8% 10,376 45.1% 9,750 46.6% 8,620 43.6% +  9.4%

販売費及び
一般管理費

5,398 29.1% 5,476 27.2% 5,970 25.9% 5,878 28.1% 5,990 30.3% +11.0%

営業利益 2,477 13.4% 3,153 15.6% 4,406 19.1% 3,871 18.5% 2,629 13.3% + 6.1%

経常利益 2,906 15.7% 3,562 17.7% 4,577 19.9% 3,523 16.8% 2,738 13.9% △ 5.8%

親会社株主に帰属する
当期純利益

2,592 14.0% 2,555 12.7% 3,138 13.6% 2,305 11.0% 2,145 10.9% △17.2%

1株当たり当期純利益
（潜在株式調整前）

87.38円 － 88.09円 － 107.94円 － 79.03円 － 73.31円 － △14.07円

連結業績概要＜連結損益計算書＞－2

 売上高は前期比で増加した一方、流通在庫の影響もあり3Q比では減少
 売上高の減少と、地域・製品ミックスの変化などにより、利益は3Q比で減少
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仕向地別売上状況

（単位：百万円）
※百万円未満切捨て

（構成比）

2022年3月期
通期

2023年3月期
通期

前期比

日本
30,904

(43.7%)
34,519
(41.2%)

+11.7%

海外
39,885

(56.3%)
49,349
(58.8%)

+23.7%

米州
11,532

(16.3%)
15,672
(18.7%)

+35.9%

EMEA

(欧州、中東、アフリカ)

11,747
(16.6%)

13,466
(16.0%)

+14.6%

アジア・
パシフィック

16,604
(23.4%)

20,210
(24.1%)

+21.7%

合計
70,789

(100.0%)
83,869

(100.0%)
+18.5%

日 本 前期比 ＋11.7%

海 外 前期比 ＋23.7%

 前期に引き続き、半導体関連・自動車関連・
工作機械・ロボット業界等の需要が堅調に
推移し、市場要求に的確に対応した結果、
売上が増加

 米州やEMEAでは、高水準の需要が継続し、
円安効果もあり売上が増加

 中国、その他アジア地域の需要も堅調に推移
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仕向地別売上状況 （四半期推移）

（単位：百万円） ※百万円未満切捨て
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4,234 4,274 4,112 3,983
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製品別売上状況

（単位：百万円）
※百万円未満切捨て

（構成比）

2022年3月期
通期

2023年3月期
通期

前期比

HMI事業
30,885

(43.6%)
35,760
(42.6%)

+15.8%

ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾂ事業
13,625

(19.2%)
15,476
(18.5%)

+13.6%

ｵｰﾄﾒｰｼｮﾝ＆ｾﾝｼﾝｸﾞ事業
8,465

(12.0%)
10,327
(12.3%)

+22.0%

安全・防爆事業
12,706

(18.0%)
16,282
(19.4%)

+28.1%

システム
3,742

(5.3%)
4,848
(5.8%)

+29.5%

その他
1,363

(1.9%)
1,174
(1.4%)

△13.9%

合 計
70,789

(100.0%)
83,869

(100.0%)
+18.5%

HMI事業

設備投資需要の拡大により、グローバル全地域において売上が
伸長

インダストリアルコンポーネンツ事業

主力の米州、中国において制御用リレーの売上が増加

オートメーション＆センシング事業

日本、米州、EMEAで、引き続きプログラマブルコントローラの
需要が堅調に推移

安全・防爆事業

日本や中国を中心に、安全関連機器の需要が大幅に伸長

その他

日本において、環境エネルギー事業のシステム関連の需要が減少

システム

日本で半導体・物流関連設備などの制御盤の売上が増加

※2023年３月期より、製品種類別の区分を一部変更しているため、過去の数値についても組み替えています。
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製品別売上状況 （四半期推移）

（単位：百万円） ※百万円未満切捨て
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638 771
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受注状況

単位：百万円
※百万円未満切捨て

2022年3月期 2023年3月期

受注高 受注残高 受注高 前期比 受注残高 前期比

日本 46,304 18,048 34,510 △25.5％ 13,514 △25.1%

米州 14,641 5,060 15,763 +  7.7% 4,972 △ 1.8%

EMEA

(欧州、中東、アフリカ)
14,912 6,708 15,114 +  1.4% 8,975 +33.8%

アジア・
パシフィック 18,594 8,048 12,161 △34.6% 4,085 △49.2%

合計 94,452 37,866 77,550 △17.9% 31,547 △16.7%

 中国の景気減速や、先行的な受注の落ち着き、流通在庫の影響などにより
受注高は減少
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受注状況 （四半期）

単位：百万円
※百万円未満切捨て

2022年3期 2023年3期

4Q（1月～3月） 1Q（4月～6月） 2Q（7月～9月） 3Q（10月～12月） 4Q（1月～3月）

受注高
受注
残高

受注高
受注
残高

受注高
受注
残高

受注高
受注
残高

受注高
受注
残高

日本 11,129 18,048 11,057 19,875 8,524 17,940 8,736 17,057 6,193 13,514

米州 3,688 5,060 4,874 6,405 4,515 6,635 3,703 6,038 2,668 4,972

EMEA

(欧州、中東、アフリカ)
3,730 6,708 3,555 7,428 4,418 8,229 3,457 8,531 3,683 8,975

アジア・
パシフィック

6,125 8,048 3,746 7,232 2,901 5,411 2,588 4,211 2,924 4,085

合計 24,673 37,866 23,233 40,942 20,359 38,218 18,486 35,838 15,470 31,547
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連結業績概要 ＜連結貸借対照表＞

2022年3月期
（前会計年度）

2023年3月期
（当会計年度）

前会計年度末比
増減

流動資産 47,171 54,518 + 7,346

固定資産 47,789 49,717 + 1,928

流動負債 21,660 32,059 +10,398

固定負債 24,291 13,362 △10,928

純資産 49,008 58,813 +  9,804

総資産 94,960 104,235 +  9,274

自己資本比率 51.2% 56.1% +  4.9％

（単位：百万円）
※百万円未満切捨て

 棚卸資産や固定資産、売上債権、
現金及び預金が増加したことなどにより、
総資産は前期末比92.7億円増加

資産のポイント

 リース債務が増加した一方、未払
法人税等、借入金、仕入債務が
減少したことなどにより、負債は前期
末比5.3億円減少

負債のポイント

 利益剰余金や為替換算調整勘
定の増加などにより、純資産は
前期末比98億円増加

純資産のポイント
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連結業績概要＜連結CF計算書＞

2022年3月期 2023年3月期 前期比増減

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,652 7,009 △2,642

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,386 △3,110 △1,723

フリー・キャッシュ・フロー（FCF) 8,265 3,899 △4,366

財務活動によるキャッシュ・フロー △8,578 △4,403 +4,175

現金及び現金同等物の期末残高 15,203 15,070 △ 133

設備投資額 2,503 4,088 +1,585

減価償却費 3,264 3,544 +   279

（単位：百万円）※百万円未満切捨て

 法人税等の納付に加え、棚卸資産、売上
債権の増加などにより約70.1億円

 固定資産の取得などにより
△31.1億円

 借入金の返済や配当金などの
支出により△44億円

営業活動によるCF 投資活動によるCF 財務活動によるCF

• 設備投資額は、生産設備への投資やDX投資に加え、海外におけるオフィス賃借料などの使用権資産やリース資産を計上したことで、
前期比増加



Copyright IDEC Corporation. All rights reserved. CONFIDENTIAL 20

2024年3月期の業績予想
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米ドル平均レート (円) 135.51円 130円 △5.51円

ユーロ平均レート (円) 138.15円 140円 +1.85円

人民元平均レート（円） 19.75円 18.50円 △1.25円

（単位：百万円）
※百万円未満切り捨て

2023年3月期 2024年3月期
実績 対売上比 予想 対売上比 前期比

売上高 83,869 100.0% 81,000 100.0% △3.4%

売上総利益 37,376 44.6% 38,500 47.5% +3.0%

販売費及び一般管理費 23,315 27.8% 24,700 30.5% +5.9%

営業利益 14,060 16.8% 13,800 17.0% △1.9%

経常利益 14,403 17.2% 13,800 17.0% △4.2%

親会社株主に帰属する
当期純利益

10,144 12.1% 9,500 11.7% △6.4%

1株当たり当期純利益
（潜在株式調整前）

348.37円 ー 326.23円 ー △22.14円

2024年3月期通期業績予想

 流通在庫の増加や為替の影響を考慮し、売上は減少を見込んでいるものの、継続した収益性向上の
取り組みにより、営業利益率は17%と前期比増加を見込む



Copyright IDEC Corporation. All rights reserved. 22

2024年3月期 連結売上高予想

（単位：百万円）
※百万円未満切捨て

2023年3月期 2024年3月期

実績 予想 前期比

HMI事業 35,760 36,200 +  1.2%

インダストリアルコンポーネンツ事業 15,476 13,900 △10.2%

オートメーション事業＆センシング事業 10,327 10,200 △ 1.2%

安全・防爆事業 16,282 15,700 △ 3.6%

システム 4,848 4,000 △17.5%

その他 1,174 1,000 △14.8%

合 計 83,869 81,000 △ 3.4%

国内売上高 34,519 33,300 △ 3.5%

海外売上高 49,349 47,700 △ 3.3%

（海外比率） （58.8%） （58.9%）
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40

65 65

40

65 65
20

2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期

2024年3月期 配当予想

 2023年3月期：年間配当 130円（配当性向 37.3%）
 2024年3月期：年間配当予想 130円（予想配当性向 39.8%）

（予想）

中間配当

期末配当
記念配当
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2024年3月期 為替レートと為替感応度

通貨 為替前提

1円変動による影響額
※人民元は0.1円変動の影響額

売上高 営業利益

米ドル 130円 約80百万円 約20百万円

ユーロ 140円 約140百万円 約20百万円

人民元 18.50円 約50百万円 約10百万円
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長期ビジョンとマテリアリティ
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長期ビジョン

多様な社会課題を解決し、日々変化するお客さまのニーズに
お応えするとともに、IDECグループが持続的な成長を実現
するため、2050年のありたい姿を想定し、そこからバックキャス
トして2030年のビジョンを策定

長期ビジョンの基盤になっているのは、IDECグループの経営
理念である『The IDEC Way』
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マテリアリティ

 2050年のありたい姿、2030年のビジョンを策定したことに伴い、マテリアリティについても改めて見直し

 4つ目の項目として「企業基盤」を追加し、気候変動の対応に加えて、人的資本やガバナンスの一層の強化を推進



Copyright IDEC Corporation. All rights reserved. CONFIDENTIAL 28

中期経営計画
（2023年3月期～2025年3月期）
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中期経営計画の取り組み

 戦略ごとにマテリアリティとも紐づく取り組みテーマを設定し、

スローガンであるPASSION FOR YOUR SUCCESS の実現を目指した取り組みを推進
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中期経営計画数値の見直し

2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期
（計画）

2025年3月期
（当初計画）

2025年3月期
（修正計画）

売 上 高 708億円 839億円 810億円 800億円以上 850億円以上

営 業 利 益 97億円 141億円 138億円 130億円以上 153億円以上

営 業 利 益 率 13.7％ 16.8％ 17.0％ 16%以上 18%以上

R O I C 9.2％ 12.5％ 10％以上 10%以上 10%以上

R O E 17.2% 18.9% 15%以上 15%以上 15%以上

E P S 264円 348円 326円 300 円以上 360 円以上

 2023年3月期に中期経営計画の目標数値を達成したことから、計画を修正

長期的に営業利益率20％水準を目指していくため、2025年3月期に18％以上を計画
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 注力業界の中でも、今後急速な成長が期待されるAGV・AMR、ロボットに加え、
工作機械、自動車業界に注力

 装置の搭載だけでなく、エンドユーザーやシステムインテグレーターへの提案を強化

 各業界へ積極的なソリューション提案により競争力を強化

AGV・AMR ロボット 自動車 工作機械

エレベータ 半導体 特殊車両 食品機械

注力業界
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人と機械が協働する環境での制御人と機械が隔離された環境での制御

 人と機械の関係の変化に伴い、最適なインター
フェースの在り方が変化していくことを、「HMI-X」と
定義

 これまで培ってきた、HMI・安全を融合した製品・サー
ビスを社会へ提供することで「HMI-X」をリードし、
多様なステークホルダーのウェルビーイング実現に貢献

IDECグループの新コンセプト「HMI-X」
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HMI-Xをリードする製品群

 非接触ニーズに対応する、
タッチレススイッチ

 機械の使用制限、管理室や柵内の入室制限、
装置の操作履歴管理などを可能にする、RFIDリーダ

 AGV・AMRなどに搭載される、
ez-Wheelの安全自律走行ホイール

 市販のタブレットに、非常停止用押ボタン
スイッチ・イネーブルスイッチを簡単に装着
することができる、セーフティコマンダ

 非常停止アシストシステム

 遠隔監視を実現する、
Compact IoT機器

 ANSHINセンサ

 IATのセンサ
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HMI-X：安全・安心・ウェルビーイングを実現するソリューション例

 安全な場所から装置を止めることができる、非常停止アシストシステム

 協働ロボットやAMR・AGVなどの移動体などに取り付けることで、
近づいたり、軽く触れるだけで、ロボットの動作を一時停止させることが
できるANSHINセンサ

 作業者が天井や躯体と高所作業車の間に挟まれることで発生する、
重篤な労働災害を防止する、挟まれ防止システム
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HMI-X：マテハン業界でのソリューション例

 ez-Wheel社（フランス）の製品と、IDECの安全機器を組み合わせた
ソリューションを提案

 ウェルキャットの自動認識機器などを、マテハン業界向けに拡販

 お客さまや業界ごとに異なる、多様なニーズに対応する必要があることから、
①～④まで今後対応できる体制づくりを行う予定

（現在は①、②まで対応）

自動認識機器

人と同じエリアで運行する場合に国際安全規格で要求される
「安全モーション機能」など、走行に必要な全ての機能が
オールインワンとなった、安全自律走行ホイール

現場で活用している台車を簡単に電動アシスト化し、
一人で運ぶことが困難だった重量物搬送の負担を軽減する、
電動アシストホイール
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売上の伸び率、市場シェア、収益性が高いHMI、安全・安心製品や、
成長性の高いオートメーション＆センシングなどに注力

（単位：億円）

 売上高に占めるソリューション比率を
現行の10％水準から長期的に20％を目指す

 HMI、安全、オートメーション＆センシングは、7%以上の
CAGRを想定

 タッチレススイッチやセーフティコマンダ、RFIDリーダなど、HMI 

Innovation製品により新市場を創造

 安全ポートフォリオ拡充に向けて、グローバルで安全機器の
拡販を推進

 IAT製品、ez-Wheelのソリューションなど、オートメーション
＆センシング製品をさらに拡大

製品戦略

264 237
309

358

91
91

127
163

■HMI ■安全・防爆 ■オートメーション&センシング
■インダストリアルコンポーネンツ ■システム ■その他

（計画） （計画）

75 70

85

103



Copyright IDEC Corporation. All rights reserved. 37

市場規模が大きく売上拡大を期待できる
中国・インド市場での取り組み強化

 アジア・パシフィックで7%以上のCAGRを想定

 日本や米州、EMEAなど成熟市場でのさらなるプレゼンス
拡大に向けた、ソリューション提案の強化

 中国の現地ニーズを踏まえた開発推進と、自律的な事業
体制に基づく事業推進

 インドでの、HMI・安全メーカーとしての認知向上、主要製
品のシェア拡大

■アジア・パシフィック ■日本 ■米州 ■EMEA （単位：億円）

地域戦略

CAGR7％以上

108
120

166

202
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1. 生産改革による競争力強化
 製造現場での実態に即した設計変更改善を行っていくため、2023年4月よりブランチ
設計機能を強化

 生産体制・プロセスの抜本的見直しによる、品質・コストの改善
 戦略的コストダウンテーマ（自動化ライン導入、VA/VEによるコスト低減など）の推進
 グローバル購買機能の強化に向けた、客観的な立場での最適な購買活動推進による、
グローバルベースでのコスト低減と最適なサプライチェーンの構築

2. 低収益・不採算製品の事業見直し及び統廃合の推進
 不採算製品の見直しと、製品統廃合の推進
 収益性も含めた製品価格の最適化

収益性向上の取り組み
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投資政策

（2025年３月期）

サステナビリティ投資や人的投資なども含む、
成長投資の拡大

ERPやSCP導入など、DX投資の加速

継続的・安定的な株主還元の実施
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IDEC ALPS Technologies（IAT）の
新製品紹介
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 車載向けのミリ波レーダ技術を産業市場用途に適用したセンサ

 10mの範囲で高精度に距離や反射強度など、用途に応じたさまざまな検出を実現

Bluetooth搭載パルス方式 マルチユースミリ波レーダセンサ

 ミリ波レーダ技術を駆使したハード構成
– 他社が追随できない、ミリ波ビーム成形技術により狭ビームを実現

– 日本で初めて混信防止及び電波発射制御機能搭載の電波認証を取得し、
電波の高出力を実現

 さまざまなアプリケーションに対応するアルゴリズム

 Bluetooth Low Energy搭載
– センサ本体への動作設定・モニタは、各種端末から無線で実施

– ノートPC、スマホ・タブレット用の簡単・便利な設定・モニタツールを提供

（※詳細はWebサイト「IDEC ALPS Technologies株式会社」をご覧ください）

https://iat.idec.com/
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サステナビリティへの取り組み
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カーボンニュートラル実現に向けて

 気候変動への対応を重要な経営課題として認識し、2050年のカーボン
ニュートラル実現に向けた取り組み推進

 2022年より内部炭素価格（ICP）を導入し6,000円に設定、2023年
4月からは8,000円とし、毎年金額を見直す予定

 国内外のオフィス・工場に自家消費型の太陽光発電設備の導入を加速
し、再生可能エネルギーへの電力の置き換えによる環境負荷低減を推進

 製品の設計、開発、製造、物流、梱包資材に至るまで、環境負荷の
低減と環境問題を重視した環境を配慮した製品開発を主体に、環境
経営を推進

 IDEC本社の「いずみの森」が、公益財団法人都市緑化機構が実施する
SEGES （社会・環境貢献緑地評価システム）の「そだてる緑」におい
て、「Excellent Stage2」の緑地として認定を取得

2025年3月期までの中期目標

気候変動に対する2030年の目指す姿

 IDECグループの技術、製品を活用した
顧客・社会の環境負荷低減への貢献

 自社における再生可能エネルギー活用など
CO2排出量の削減

ESGの取り組み

• 再生可能エネルギー利用率 18%

• CO2排出量削減 24%減 (2020年3月期ベース)

• 産業廃棄物削減 24%減 (2020年3月期ベース)

• 環境配慮強化型製品の新製品累計比率 60%以上
(2020年3月期ベース)
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人的資本の投資拡大や働き方改革推進などによる、
エンゲージメント向上・企業基盤強化の実現

 エンゲージメントサーベイ結果を踏まえた課題への取り組みを実施

 人材育成方針、エンゲージメントサーベイを踏まえた人事制度の導入や、
多面評価の実施、人材育成強化のため教育制度の充実を推進

ESGの取り組み

多様な研修制度
サーベイ結果を踏まえた今後の取り組み
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指名委員会・報酬委員会

 取締役候補者の指名、次世代経営幹部候補者の育成計画を客観性・
独立性を持って決定していくため、2021年に任意の指名委員会を設置

 次世代幹部候補者の選出と育成プログラムについて議論し、サクセッショ
ンプランとして、次世代経営層の交代に向けた育成計画をスタート

 2022年度は、選定された次世代幹部候補者への育成プログラムを推進
し、外部研修受講、社外取締役による1on1のアクションラーニング、専門
分野の講義などを実施

 報酬制度の検討・審議を担う機関として、2022年に任意の報酬委員会
を設置

ESGの取り組み
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役員報酬制度を改定予定（6月16日の株主総会にて付議）

ESGの取り組み

 取締役（※）の報酬は、職責に応じた固定報酬としての基本報酬、業績連動報酬としての賞与、株式報酬で構成

 株式報酬は、中期インセンティブとしてのPSU（パフォーマンスシェアユニット）と、長期インセンティブとしてのRS（譲渡制限付
株式報酬）で構成しており、PSUは財務指標に加え、CO2削減率などの非財務指標の達成度を踏まえて算出

※社外取締役と監査等委員である取締役を除く取締役が対象



Copyright IDEC Corporation. All rights reserved. 47

参考資料
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資本効率の向上

 資本コストを6%程度と想定し、それを上回るROICに基づく事業運営を推進
 適切な資本政策により、投下資本に対するリターンの最大化を実現

※税引後営業利益
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業界の動向 (日本電気制御機器工業会(NECA)出荷データ推移)

20年1月～23年2月の業界出荷額推移と対前年比の状況
（単位：百万円）
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製品別売上区分

・制御用操作スイッチ
・ジョイスティック
・表示灯
・プログラマブル表示器

HMI
インダストリアル
コンポーネンツ

オートメーション＆
センシング 安全・防爆 システム その他

・スイッチング電源
・端子台
・制御用リレー/ソケット
・サーキットプロテクタ
・産業用LED照明

・プログラマブルコントローラ
・センサ
・自動認識機器

・安全関連機器
・防爆関連機器

・協働ロボットシステム
・表示器複合システム
・セキュリティシステム
・その他各種システム

・環境・エネルギー関連事業
・次世代農業ソリューション

APEM製品
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社外からの評価

FTSE Blossom Japan Sector Relative Indexに続き

FTSE Blossom Japan Indexにも初選定

 2022年にFTSEの2つのインデックスに初めて選定

 S&P/JPXカーボン・エフィシェント指数に加え、SOMPOサステナビリティ・インデックスの構成
銘柄にも2021年、2022年の2年連続で選定
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この資料には一部当社の計画や業績予想が含まれていますが、それらの計画や予想数値は、現時点で入手可能な

情報に基づき当社が計画、予想したものです。

従って、実際の業績などは、今後さまざまな要因によって計画、予想数値と異なる結果となる可能性があります。

IDEC株式会社
経営戦略企画本部
TEL ：06-6398-2505

FAX ：06-6398-2587

E-mail : yasuyuki.ogawa@idec.com


